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【お問い合わせ先】 
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松
山
離
島
振
興
協
会
は
、
平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
九
日
、
三

津
浜
地
区
の
松
山
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
第
十
一
回 

総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
奇
数
回
の
総
会
は
改
選
時
で
人
事
案
件
が
諮
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
自
ず
と
緊
張
感
の
あ
る
会
と
な
り
ま
す
。
丸
十

年
が
経
過
し
た
節
目
の
総
会
で
三
役
の
交
代
劇
は
あ
り
ま
し
た
。 

平
成
十
七
年
度
に
松
山
市
が
市
民
に
呼
び
か
け
行
わ
れ
た
『
み

ん
な
の
ま
つ
や
ま
夢
工
房
』
と
い
う
広
聴
事
業
。
三
十
六
項
目
に

及
ぶ
市
民
か
ら
の
提
案
を
当
時
の
中
村
時
広
市
長
に
届
け
ま
し

た
。
そ
の
と
き
市
長
か
ら
投
げ
返
さ
れ
た
ボ
ー
ル
に
は
、「
住
民
に

も
汗
を
か
い
て
ほ
し
い
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
平
成
十
八
年
四
月
十
五
日
、
松
山
離
島
振
興
協

会
が
発
足
。
自
ら
の
提
言
を
実
行
し
て
い
く
た
め
に
、
実
動
部
隊

と
し
て
の
組
織
が
立
ち
上
が
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
十
年
。
協

会
を
け
ん
引
し
て
き
た
田
中
政
利
会
長
の
引
退
宣
言
。
そ
れ
に
伴

う
新
体
制
の
模
索
。「
次
な
る
十
年
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、
組
織
の

新
陳
代
謝
を
図
ろ
う
」「
十
年
前
に
戻
っ
て
、
組
織
の
目
標
を
捉
え

直
そ
う
」「
心
を
一
つ
に
し
な
け
れ
ば
、
島
に
将
来
は
な
い
」
さ
ま

ざ
ま
な
思
い
を
交
錯
さ
せ
な
が
ら
、
人
事
案
が
練
ら
れ
ま
し
た
。 

新
会
長
に
は
興
居
島 

由
良
地
区
の
山
本
士
人
副
会
長
、
副
会
長

は
中
島 

宇
和
間
地
区
の
脇
坂
千
恵
美
理
事
と
、
釣
島
出
身
、
由
良

地
区
在
住
の
石
本
憲
三
理
事
が
推
挙
さ
れ
、
満
場
一
致
で
新
体
制

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
協
会
の
功
労
者 

田
中
会
長
に
は
、
協
会
の

広
報
部
門
を
取
り
仕
切
る
顧
問
に
就
任
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

し
ま
づ
く
り
で
い
つ
も
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
だ
さ
る
前
田
眞

顧
問
、
地
域
産
業
を
実
践
的
に
指
導
し
て
く
れ
て
い
る
山
田
寿
顧

問
と
、
本
当
に
強
力
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
が
整
い
ま
し
た
。
ま

た
、
協
会
の
要
で
あ
る
俊
成
雅
直
事
務
局
長
は
留
任
、
新
た
な
会

計
に
古
野
真
理
子
副
会
長
が
就
任
し
ま
し
た
。
田
中
顧
問
は
引
き

続
き
、
ま
つ
や
ま
里
島
ツ
ー
リ
ズ
ム
連
絡
協
議
会
会
長
を
務
め
ら

れ
ま
す
の
で
、
協
会
と
の
連
携
に
よ
る
活
性
化
の
取
り
組
み
が
よ

り
深
め
ら
れ
る
な
か
、
山
本
会
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
忽

那
諸
島
の
さ
ら
な
る
発
展
へ
向
け
、
新
生 

松
山
離
島
振
興
協
会
が

始
動
し
ま
す
。
乞
う
ご
期
待
で
す
。 

『
興
居
島 

由
良
地
区
の
山
本
で 

す
。
前
会
長
よ
り
年
上
で
す
が
、 

な
に
ぶ
ん
不
慣
れ
で
す
の
で
、 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。』 

設立１１年目にして、初の二代目会長が誕生。初代 田中会長の重責を肩

代わりすべく、三学年も年上の新会長が、満を持して、大役を引き受けてく

れました。やはり組織に新陳代謝は必要です。これを機に三役全員を刷新し

た松山離島振興協会。新体制となった協会の新たなスタートを見守っていた

だき、引き続きのご理解、ご協力をよろしくお願いいたします。 



 

松山離島振興協会 新三役のご紹介 
山本士人会長 ／ 脇坂千恵美副会長 ／ 石本憲三副会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期
待
が
か
か
る
と
こ
ろ
で
す
。 

つ
ぎ
に
、
中
島
の
宇
和
間
生
ま
れ
、
宇
和
間
育
ち

の
お
転
婆
娘 

脇
坂
千
恵
美
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。 

う
ん
十
年
前
、
う
ら
若
き
乙
女
だ
っ
た
千
恵
美
嬢

は
、
地
区
内
の
脇
坂
家
へ
嫁
い
で
以
来
今
日
ま
で
、

宇
和
間
の
た
め
に
精
力
的
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
彼
女
も
来
年
は
還
暦
で
す
が
、
中
島
で
「
千

恵
美
さ
ん
」
と
い
え
ば
彼
女
を
指
す
、
と
い
う
く
ら

い
名
の
知
れ
た
存
在
で
、
前
任
の
古
野
真
理
子
副
会

長
に
次
ぐ
中
島
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
と
も
く
さ
れ
た

逸
材
。
現
在
も
、
中
島
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技
部
の

副
部
長
を
務
め
、
地
元
女
性
グ
ル
ー
プ
「
姫
や
っ
こ
」

の
主
要
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
り
ま
す
。
「
与
え
ら
れ
た

ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
」
が
モ
ッ
ト
ー
の
彼
女
に

は
、
初
代
の
金
澤
泰
子
さ
ん
、
二
代
目 

古
野
真
理

子
さ
ん
か
ら
脈
々
と
続
く
協
会
の
三
代
目
女
性
副

会
長
と
し
て
、
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。 

さ
て
、
最
後
は
、
島
の
若
き
リ
ー
ダ
ー
候
補
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
の
こ
の
人
で
す
。
釣
島
生
ま
れ
、
松
山
育

ち
、
再
び
戻
っ
て
島
を
元
気
に
し
、
今
で
は
興
居
島

の
柑
橘
農
業
の
中
心
的
担
い
手
と
し
て
奮
闘
中
の

こ
の
人
。
先
輩
か
ら
は
「
憲
」
、
仲
間
か
ら
は
「
憲

ち
ゃ
ん
」
、
後
輩
か
ら
は
「
憲
兄
」
と
慕
わ
れ
る
石

本
憲
三
さ
ん
で
す
。
昨
年
め
で
た
く
還
暦
を
迎
え
た

ば
か
り
で
、
島
で
は
ま
だ
ま
だ
駆
け
出
し
と
思
わ
れ 

 

 

最
初
の
ご
紹
介
は
、
山
本
士
人
会
長
、
昭
和
十
八

年
生
ま
れ
の
七
十
三
歳
。
名
前
は
、「
こ
と
ひ
と
」
と

読
み
、
地
元 

興
居
島
で
は
「
こ
と
ち
ゃ
ん
」
の
愛
称

で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
由
良
町
に
お
住
ま

い
で
す
が
、
元
々
は
門
田
町
の
出
身
。
定
年
後
、
島

に
戻
る
ま
で
は
神
戸
市
に
在
住
し
、
関
西
電
力
に
お

勤
め
で
し
た
。
二
人
の
息
子
さ
ん
は
結
婚
し
、
男
の

子
の
お
孫
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
山
本
さ
ん
は
、
Ｕ
タ
ー
ン
５
年
目
で
由
良
町
内

会
長
に
選
任
さ
れ
る
と
同
時
に
、
興
居
島
各
町
連
絡

協
議
会
会
長
に
就
任
。
三
期
六
年
を
務
め
、
先
頃
、

後
任
の
中
川
保
新
会
長
に
会
長
職
を
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

さ
れ
ま
し
た
。 

 

山
本
さ
ん
が
興
居
島
に
戻
っ
た
の
は
、
平
成
十
七

年
度
。
二
市
一
町
の
合
併
を
受
け
、「
み
ん
な
の
ま
つ

や
ま
夢
工
房
」
が
開
催
さ
れ
て
い
た
頃
で
、
十
八
年

四
月
に
、
松
山
離
島
振
興
協
会
が
立
ち
上
が
っ
た
と

の
噂
を
聞
き
、「
ど
ん
な
集
ま
り
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て

い
た
そ
う
で
す
。
そ
の
年
、
由
良
町
内
会
の
役
員
と

し
て
協
会
活
動
を
よ
り
身
近
に
感
じ
、
翌
十
九
年
度

に
協
会
会
員
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
二
十
二
年

か
ら
協
会
の
副
会
長
を
三
期
六
年
務
め
、
二
十
八
年

度
の
第
十
一
回
総
会
で
、
前 

田
中
政
利
氏
か
ら
新
会

長
の
座
を
引
き
継
ぎ
、
こ
れ
か
ら
先
の
協
会
運
営
に 

が
ち
で
す
が
、
長
男 

和
也
く
ん
を
し
っ
か
り
と
後

継
者
に
育
て
、
四
ha
も
の
園
地
を
切
り
盛
り
す
る
松

山
市
柑
橘
農
業
界
の
期
待
の
ホ
ー
プ
な
の
で
す
。
そ

ん
な
や
り
手
で
あ
り
な
が
ら
、
性
格
は
意
外
と
シ
ャ

イ
。
愛
妻 

晴
美
さ
ん
の
天
真
爛
漫
さ
の
お
か
げ
で

石
本
家
の
バ
ラ
ン
ス
は
保
た
れ
て
お
り
、
協
会
で
も

長
年
、
縁
の
支
え
役
を
務
め
、
「
そ
ろ
そ
ろ
出
番
で

は
」
の
声
に
や
っ
と
腰
を
上
げ
た
憲
三
さ
ん
。
興
居

島
、
釣
島
は
も
と
よ
り
、
忽
那
諸
島
全
般
か
ら
慕
わ

れ
る
兄
貴
分
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

新
た
な
三
役
に
、
温
か
い
ご
声
援
を
い
た
だ
き
ま

す
と
と
も
に
、
前
任
者
同
様
の
お
力
添
え
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

興居島 由良地区出身の技

術者 宮本武之輔翁の胸像

除幕式での記念写真。 

ノリのよさは忽那一。

「やっこ振り」の宇和

間の女、ここにあり。 

何の説明も言葉も要らない。憲ちゃん夫妻の至福の時 inＴＤＲ。 



 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月２２日（祝日）【瀬戸内探訪クルージング】 

『大崎下島の御手洗地区をぶらり歩く旅』 
 

 

『2016シーサイドキャンプ in怒和島』報告 
 今年で３回目となる怒和島での「シーサイドキャンプ」。主催の松山子ども劇場 21との連携で、 

市内の子どもたちに、島の魅力と自然学習のすばらしさを伝えることができています。 

今年のキャンプ日程は８月６日～７日。７月２４日の親子説明会では、初めて田中顧問が島の説 

明を行いました。そのときは大げさに聞こえたであろう干満の差を島で目の当たりにした子どもた 

ちは、自然の不思議を肌で感じ、すべての出来事を意味あり気に観察し始めました。生きることを 

実感させる島学習に、ぐいぐいと引き込まれる子どもたち。 

受け入れてきた田中顧問も、この事業のすばらしさを実感し、 

賞賛を贈る一人です。なにより感心させられるのは、スタッ 

フの意気込みとその経験値。今回は体調不良から 2 名の離脱 

者が出てしまいましたが、子どもたちを動揺させない配慮が 

なにより光ります。また来年もこの事業に精一杯協力できる 

よう、日頃の地道な活動を続けていきたいと思っています。 

  

 

 

 

 

昨
年
度
の
瀬
戸
内
探

訪
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
で
訪

ね
、
「
も
っ
と
ゆ
っ
く
り

滞
在
し
た
か
っ
た
」
の
お

声
を
い
た
だ
い
た
大
崎

下
島
。
正
式
に
は
呉
市
豊

町
に
属
す
る
こ
の
島
に
、

江
戸
の
昔
か
ら
そ
の
形

を
変
え
て
い
な
い
地
域

が
あ
り
ま
す
。
御
手
洗
と

い
う
そ
の
集
落
は
、
風
待

ち
、
潮
待
ち
の
天
然
の
良

港
と
し
て
、
ま
た
、
花
街

の
装
い
を
併
せ
持
つ
華

や
ぎ
の
界
隈
と
し
て
、
大

い
に
栄
え
、
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。 

今
で
も
街
の
角
々
に
、 

 

「今話題の低山トレッキングなら、すぐそこに小冨士山が 

あるじゃない」と、忠政氏が言ったとか言わないとか!?。 
 

興居島のシンボル 小冨士山への登山客が、この頃とみに増えたのは、整備事業完成のこけら落し

イベントに、元 競歩日本代表選手で、現在は健康運動指導士として活躍中の忠政ひろふみさんに関

わっていただいたことがきっかけとなっています。というのも、先頃、忠政さんに、NHKのニュー

ス番組の低山トレッキングコースを紹介するコーナーで改めて、 

小冨士山を紹介いただいてからというもの、手近な低山としての 

この山の魅力が多くの方たちに知られるようになり、やがて口コ 

ミされ、静かなブームを呼んでいます。さて、実はこの山の管理 

に一役買っていただいているのは松山西警察署のみなさん。山頂 

付近の警察施設の管理の意味合いもあって、所轄の西署にご協力 

いただき、快適なトレッキングコースが保てているのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ツアーのもうひとつの目的。撮影は新進気鋭の若手写真家 浅田政志さん。この 

往
時
を
偲
ば
せ
る
建
物

が
数
多
く
残
り
、
大
勢
に

の
地
元
ガ
イ
ド
が
、
観
光

客
を
古
き
良
き
時
代
に

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
さ
せ

て
い
ま
す
。 

 

今
回
の
ク
ル
ー
ジ
ン

グ
は
、
恒
例
の
釣
島
灯
台

見
学
に
加
え
、
御
手
洗
地

区
を
ゆ
っ
く
り
と
散
策

す
る
企
画
。
松
山
観
光
港

を
出
港
し
、
釣
島
灯
台
官

舎
等
見
学
の
後
、
大
崎
下

島
を
め
ざ
し
ま
す
。 

開
催
は
、
九
月
二
十
二

日
（
祝
）
。
集
合
は
八
時
、

解
散
は
十
七
時
の
予
定
。

参
加
費
は
中
学
生
以
上

五
千
円
、
小
学
生
以
下
三

千
五
百
円
。
お
申
し
込
み

は
石
崎
汽
船 

水
野
さ
ん

ま
で
。
電
話
九
五
一
‐
〇

一
二
八
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。 

 

どこか郷愁の漂う、御手洗地区の古い町並み 

松山ゆかりの俳人 栗田

樗堂の終焉の地 御手洗 



 

忽那諸島の最新情報はＨＰチェックがいちばん！ 

http://island-matsuyama.com/      
☆ 松山離島振興協会は、会員のみなさんの会費によって運営されています☆ 

☆ あなたも会員になって、いっしょに活動しませんか☆ 

【地域産業部】 
久しぶりに「道後湯あがり朝市」に出展し

ました。忙しさにかまけて、長らくお手伝い

をサボってきた自身を反省しつつ、対面販売

の大切さを思い出しました。 

何年かぶりに立った「にきたつの路」。店

の激減に驚き、商売のきびしさを感じつつ

も、そこには本物を求める消費者のニーズの

高まりが如実に表れていて、その双方を見極

めながらものづくりをしなければならない

と実感しました。なにしろ、美味しいものを

届ける醍醐味は作り手だけの特権ですから。 

 

《お問い合わせ・お申し込み》 

副会長 石本憲三 

   ℡961-2033 

 

 
    

【観光振興部】 
 前回に引き続き、「瀬戸内探訪クルージン

グ」で大崎下島をめぐります。御手洗地区と

いう町並み保存地区は、まるで昔にタイムス

リップしたような街の佇まい。私たち、海上

運輸の仕事に携わる者とっても、心休まる数

少ない場所です。私の住む中島にも一部に風

情豊かなところがありますが、地域を挙げた

取り組みとして、御手洗地区は他に例を見な

い空気感を漂わせています。 

ぜひ、ご一緒に散策いたしましょう。お待

ちしています。 

 

《お問い合わせ・お申し込み》 

部長 村上良二 

℡997-2038 

 

       

                          
  

                                                                 

【しまづくり部】 

怒和島で私が管理する、通称「電気の家」には、一年を通じ多くの旅人が訪れます。「電気

の家」の名の由来は、この島に電気を通した功労者の働きへの、島民の賞賛に他なりません。 

さて、最初のきっかけをよく憶えてないのですが、この家で濃密な時間を過ごした「風の民」

が、恒例で私に贈ってくれるようになった風鈴は今や庭中を埋め尽くし、にぎやかな笑い声の

ように日々私に語りかけてきます。島の大学の雰囲気を湛えながら、どこか優しく旅人を迎え

入れるこの家には不思議な魅力が宿っており、そのことを遠くに住まうそもそもの家主一族に

伝えながら、今日も、ふらっと訪れる旅人たちの人生に、少しばかり関わっている私です。 

 

                                                        

《お問い合わせ・お申し込み》 

顧問 田中政利 

℡999-0524 
 


